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1　はじめに

1. 1　本論の概要

本論の目的は、SVOD事業の現況について保有コンテンツ量の観点から明らかにするこ

とである。研究方法は、既存のコンテンツがどの程度 SVOD事業に利用されているかを

分析する手法を用いる。

1. 2　SVOD とは

SVODとは『subscription video on demand』（SNL Kagan, 2016, p. 2）の略であり、「月額固

定料金による、見放題型の映像配信サービス」（西田, 2015, p. 9）を指す。

このサービスは「映像をダウンロードせず、逐次送信する『ストリーミング方式』」（西

田, 2015, p. 29）を使用している点が特徴となっている。SVODはこのストリーミング方式を

使っているため、映像をダウンロードする時間を省きすぐに動画を視聴できること、各個

人のデバイスに動画のデータが残らないため著作権の対策が容易であること、視聴履歴な

どのデータがサーバーに保存されるため 1つのアカウントで PCやスマートフォンなど複

数の機器から動画を視聴できることが利点となっている。また使用する端末や回線などの

視聴環境が異なると、映像が途切れるなど再生状態に大きな差が出てしまう難点があった

が、西田（2015）によると「映像を再生すると、まずは低速回線でも見られる画質のもの

からスタートし、自動的に回線速度をチェックしたうえで、その回線で快適に見られる最

高画質のものに自動切り替えする」「適応型ストリーミング」（p. 30）と呼ばれる技術を用

いて、この問題点を解消している。

またネット回線を利用することで 4Kコンテンツの配信ができる点も大きな特徴であ
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る。テレビにおける 4Kとは「現在主流のハイビジョンテレビ（1920× 1080ドット）の

4倍の解像度、3840× 2160ドット」（西田, 2015, p. 16）のことであり、「地上波においては、

4K解像度での放送計画はない」（西田, 2015, p. 17）ため、SVODはテレビ放送より高画質の

コンテンツを提供できる強みがある。

近年インターネットに接続できる固定型ゲーム機やテレビ、スマートフォンが普及した

こと、4Kに対応するテレビやモニターが増加したことから、視聴する機器の選択肢が増

え高画質のコンテンツを再生できる環境が充実してきている。このことから、SVODは消

費者だけでなく家電メーカーなど多くの業界から注目されている。

1. 3　背景

本研究を志した背景には、海外の SVOD事業社が相次いで日本でサービス提供を始め

たことにある。以前から映画に対して興味があったが、特定の SVOD事業社でしか配信

されない映画が急増する様子に注意を引かれた。

筆者は入学後、ミクロ経済学や金融経済の領域に関する講義を履修し、映画の商業的側

面に興味を持つに至った。そして、映画を作り上映する過程で様々な費用が掛かり、利益

を回収する方法が多数あることが分かった。

それで、現況における日本国内で SVOD事業を拡張する可能性に対する理解が、世間

一般のそれと大きく離れているのではないかという疑問に至った。そのため、ゼミの 1年

目で主要な SVOD事業社のサービス内容の比較と SVOD向け映画が多数制作される背景

を探る研究を、岩男龍人氏および金子知史氏と共に進めてきた。この共同の研究では、米

国で製作された映画の予算と興行収入を比較する調査を通じ、SVODが発達してきた米国

の現状を映画の観点から明らかにしようと試みた。

その結果は、各社のサービスに配信コンテンツ以外の差はなく、またハリウッドの映画

製作における費用の高騰と従来の利益回収のポートフォリオが不明瞭になったことで、よ

り手堅く利益を回収できる SVODサービスに注目が集まったということが分かった点で

理解が深まった。一方で未だ日本国内の現状については不明な点が多いことが改めて浮き

彫りとなった。本単独研究では配信コンテンツに関する点をさらに深く掘り下げていきた

い。

1. 4　オリジナリティ

当該研究に関わる日本国内で SVOD事業が発展していくのかという疑問については、

既存のテレビ局と協力してコンテンツを作り、テレビやインターネットなど複数の媒体を

用いて展開させる戦略を持つことが必要となるという点まで分かっている。さらに、事業

社が保有するコンテンツに他社と異なる独自性があれば、視聴者から一定の支持を得るこ
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とが可能となるであろう。

一方で、保有するコンテンツの量が事業拡大に影響を与えるのかという疑問について

は、先行研究が非常に少ない。これは配信事業社の多くが提供するコンテンツの数を公表

していないため、コンテンツに基づいた比較分析を行いづらいとう理由が考えられる。映

画が複数の事業社によって配信されているという研究成果は出ているが、事業社毎に保有

するコンテンツの量を分析した研究はなされていないのが現状である。

そのため、SVOD事業が発展する可能性について、保有コンテンツ量の視点から、その

コンテンツをどのくらいの事業社が共有しているのかを数量的に分析する点が、本研究の

大きな特徴と言える。

1. 5　社会的意義

本論の結果から、多くのコンテンツが複数の SVOD事業社によって共有されていると

いう結論を得られるとしたら、それは日本の SVOD事業が進歩しているという点から社

会的に大きな意義を持つと考えられる。

すなわち、どの SVOD事業社も既存の同じコンテンツを保有していることが見出され

ると、新たに生み出すコンテンツの独自性がこれからの SVOD事業社の経営戦略におけ

る重要なファクターを占めることを意味し競争が活発化するだろう。

こうした学問的な蓄積は、日本の SVOD業界の展望を明らかにする観点から社会厚生

を高める一助になると考える。本論の以下の構成は、次節で著しい進展がみられる SVOD

をとりまく状況を整理するために、先行研究についてまとめている。3節は日本で劇場公

開された邦画の配信状況のデータを収集・整理した上の考察であり、4節をまとめとす

る。

表 1　各社サービスの比較

月額料金
（税別, 円） コンテンツ数 画質 無料

お試し期間
ダウンロード
機能

Hulu 993 2万以上 HD 14日間 ×
dTV 500 12万以上 SD/HD 31日間 〇

Netflix 650/950/1,450 非公開 SD/HD/4K 1ヵ月間 ×
Amazon

プライムビデオ
325

（年会費 3,900）
2.5万以上 SD/HD/4K 30日間 〇

U-NEXT 1,990 12万以上 SD/HD 31日間 〇

『どれがいい？ 定額制の動画配信（見放題）サービスの比較と選び方』記載の表をもとに筆者編集
※ 画質欄で、SDは標準解像度テレビを示し、画素数が 480p（720× 480）である。HDは高精細度ビデオ
（ハイビジョン）を示し、画素数が 720p（1280× 720）である。4Kは 2160p（4096× 2160）である。
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2　先行研究

本論を執筆するにあたり、SVODそのものの研究だけではなく映画とテレビに関する研

究を調査した。これは SVOD向けに製作される映画が急増している点やテレビを利用し

てサービスを楽しむ場面が多い現状を踏まえ、より多角的に SVODを取り巻く実情を把

握することを目的としたためである。

本節は、先行研究を 3つの側面からまとめている。すなわち、映画製作の側面、テレビ

放送の側面、そしてネット配信の側面である。

2. 1　映画製作の側面からの研究

映画製作の側面として、次の 2編を挙げる。

2. 1. 1　『明日に向かって撃て！ハリウッドが認めた！僕は日本一の洋画宣伝マン』古澤

利夫　文春文庫　2012年

当該文献は、20世紀フォックスに勤務し洋画の製作・宣伝・配給を担当した著者によ

る回想録である。新作映画の宣伝において、関連作品のテレビ放送や情報を小出しにして

いくこと、グッズ販売や企業タイアップなど様々な方向性を模索していくことが必要とな

ると主張する。また撮影開始後に監督を解任した事例から、製作現場の暴走を抑えるため

に契約を結ぶことが必要であると説いている。

本論との関連では、日本でネット配信向け映画を製作する上で、過去の事例から日本の

映像業界における課題の解決方法を実践するヒントを得た。

2. 1. 2　『映像コンテンツ産業とフィルム政策』菅谷実・中村清・内山隆　丸善　2009

年

この文献は、大学教授である著者達が、映像コンテンツを経済的観点と政策的観点から

まとめたものである。映画のビジネスモデルや米国における映画企業や規制・戦略の歴史

など、映画の経済的側面をまとめた第 1部と、米国・フランス・イギリス・日本といった

各国の映像政策を挙げた第 2部から構成される。

主な主張は、日本の映像政策は方向性の明確化と目標を達成する手段の明示が求められ

るというものである。日本では、文化庁、経済産業省、知的財産戦略本部（内閣府）によ

る映像政策を展開している。すなわち、文化庁では芸術作品の創造を強化する支援を進

め、経済産業省は海外へ日本コンテンツを売り込んでいくことを推進し、知的財産戦略本

部は映像コンテンツを重要な知的財産と見なし、法整備や各省庁の利害調整を行っている

のである。このように、映像コンテンツの文化芸術的側面か産業的側面のどちらを重視す
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るのかが不明確であり、新たな視点を示すこともできていないため、明瞭にすることが求

められるとしている。また、各省庁の目標と手段に連携が取れておらず、相反してしまう

事態を防ぐために、政府全体で方針を固めていくことが必要であることを説いている。

本論との関連では、日本でネット配信向け映画を作っていく上で、国策ベースの取り組

みを理解し、それを前提とした提言につなげられる手がかりとなった。

2. 2　テレビ放送の側面からの研究

テレビ放送の側面として、次の 2編を挙げる。

2. 2. 1　『映像メディア論　映画からテレビへ、そして、インターネットへ』辻泰明　和

泉書院　2016年

この文献は、大学教授である筆者が、映像コンテンツ作成の文法や映画、テレビ、イン

ターネット配信のそれぞれの特性を検証し、新たなサービスの可能性を提言したものであ

る。

ここでは、新たにインターネット配信事業に参入する場合、独自のコンテンツを持つこ

とが必要になり、また各メディアの特性を生かし連携が取れたコンテンツやサービスを作

っていくことは可能であると主張している。映画やテレビの人気コンテンツを所有せずと

も、ある程度の支持を集める事業者になれる可能性は十分にあるとし、自身がどのような

コンテンツを持っているかを視聴者に的確に認知させることが重要な課題となると述べて

いる。また映画には大画面と迫力ある音響を楽しむ、『非日常的な経験をする場』という

インターネット配信とは異なる特性がある。さらにテレビは『常に一方的に話しかける環

境装置』という特性が、インターネット配信と一線を画している。それぞれのメディアの

特性を打ち消さず、複数に関わるコンテンツが作られることが望ましいと論じている。

日本でネット配信向けの映画を作っていく際に必要な特徴、また他のメディアと関連し

たコンテンツを作るヒントを得た点で、本論と関連している。

2. 2. 2　『拡張するテレビ　広告と動画とコンテンツビジネスの未来』境治　宣伝会議　

2016年

当該文献はコピーライターかつメディアコンサルタントである著者が、テレビという概

念の拡張を分析し、テレビの新しいビジネスを提案したものである。

この文献では、オムニチャンネル戦略とストック主義によるコンテンツ製造が求められ

ると主張している。コンテンツをテレビやネット配信など多様なチャンネルで視聴するこ

とを可能にするため、様々な方法によるコンテンツの出し方を管理していくオムニチャン

ネル戦略が必要になると述べており、これはコンテンツの出し方の順番を考えるウィンド
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ウ戦略とは異なり、複数のチャンネルで同時に見られることも考慮している。またオムニ

チャンネル戦略に則る場合、広告収入を重視した短期的に消費されるコンテンツではなく

長期にわたり使用可能となるコンテンツを作ることが必須となると論じている。

本論と関連について、日本でネット配信事業を進めていく上で、どのようなコンテンツ

を作ることが事業に求められるか有益な提言を得た。

2. 3　ネット配信の側面からの研究

ネット配信の側面として、次の 3編を挙げる。

2. 3. 1　『U.S. Availability of Film and TV Titles in the Digital Age』SNL Kagan MPAA 

March 2016

この文献は、米国の映画産業の業界団体であるMPAA（アメリカ映画協会）が、金融

サービス企業 S&Pの子会社 SNLファイナンシャルの収集したデータを元に、配信事業社

と映画・テレビドラマの配信状況の現状をまとめたものである。

主な主張は、2016年時点で米国の主要な映画『Premium Films』のうち、すべてのカテ

ゴリで 96％以上の作品が 1つ以上の配信サービスで提供されており、図 1はこのことを

示している。また図 2では 5つ以上の配信サービスで提供されている割合は、2015年公

開作品では 84％、それ以外では 91％以上となっていることを表している。

本論との関連では、デジタル配信サービスが急速に発展する米国の現状を知ることで、

今後日本でどのように配信事業を進めていけるかを分析する先行例を得た。

2. 3. 2　『ネットフリックスの時代　配信とスマホがテレビを変える』西田宗千佳　講談

社　2015年

当該文献は、フリージャーナリストの筆者が、ネットフリックスが日本でサービス提供

を始めたことを受け、既に国内にあるサービスや音楽サービス、テレビ放送との関わりか

ら SVODの日本展開を考察したものである。

ここでの主張は、無料放送が当たり前である日本では、オリジナルのコンテンツをテレ

ビ局と共に作り、作ったコンテンツが複数の流路で提供されることが不可欠となるという

ものである。映像コンテンツは、ソフト販売やレンタル、テレビ放送など長期にわたって

収益を得ることが可能であり、様々なメディアで展開させる可能性はコンテンツの質によ

って決まるため、上質なオリジナルコンテンツを作ることが必要であると述べている。テ

レビ局と SVOD事業者が共同出資しコンテンツを製作することで、テレビ局の製作ノウ

ハウと SVODの流通経路が組み合わさり複数のメディア展開が可能となるため、テレビ

局と協力しウィンドウ戦略を考えコンテンツを作っていくことが、SVOD事業者が日本で
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事業を進める上で計画すべきビジネスプランであると論じている。

本論との関連では、日本でネット配信事業を進めること、また配信向けコンテンツを作

る方法について具体的な提言がなされているため、この主張を検証することでネット配信

向け映画を作る可能性を深く考えることが可能となった。

2. 3. 3　『コンテンツ製造論』公野勉　風塵社　2016年

この文献は、映像業界に携わる人々からの証言を集め、そこから日本の映像業界におけ

る問題点と解決策を提言したものである。

14 

図 1  SVOD サービスにて提供される映画の割合(1 社以上) 

 
SNL Kagan (2016) p.6 掲載のデータをもとに筆者編集 
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図 2 SVOD サービスにて提供される映画の割合(5 社以上) 

 
SNL Kagan (2016) p.7 掲載のデータをもとに筆者編集 
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図 1　SVODサービスにて提供される映画の割合（1社以上）

図 2　SVODサービスにて提供される映画の割合（5社以上）

SNL Kagan（2016）p. 6掲載のデータをもとに筆者編集

SNL Kagan（2016）p. 7掲載のデータをもとに筆者編集
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主な主張は、企業が映画製作の事業を続けていく為には映画製作・配給と異なるビジネ

スを持ち商品主義を抑えられる組織を編成し、仕入れた商品を全て売る力を持つことが必

要であるというものである。映画なら何でも売れた 1950年代の風土により、映画製作の

現場で無謀な企画開発と悪い事業成績の許容が蔓延し、また日本の映画事業は製造・流

通・小売が単一資本で始まったため、コンテンツの多様な利用方法を模索してこなかった

と述べている。さらに単年度で黒字を要求する投資家の考えと、長期間にわたる製作環境

が乖離していることも課題であると論じている。

日本の映像業界の課題と解決策についての提言を得た点で、本論と関連している。

2. 4　先行研究のまとめ

本節では、映画製作、テレビ放送、そしてネット配信の 3つの側面からそれぞれ先行研

究を概観してきた。それらを総合すると、他社にはない映像コンテンツを保有し、それら

を視聴者に認知させ全て売り切る力を持っていれば、コンテンツの量や人気度にかかわら

ず経営的に勝負できるということである。一方で、事業の規模を拡大するためには、既存

のコンテンツが少なくとも 1つ以上の SVODサービスで提供されていることが必要とな

る。国内のコンテンツが SVODサービスにて提供されているかどうかが疑問に上った。

そのため次節では、未検証領域であるコンテンツがどの程度 SVODサービスに運用さ

れているかを、公開されているデータを中心に分析していく。

3　分析

3. 1　データの概観

本研究で用いるデータは、2006年から 2016年に日本で公開された映画作品のうち、各

年における日本国内の興行収入ランキングの上位 50作品で邦画に相当する 336作品であ

る。データは PRIVATE LIFE エンタメデータ &ランキング ホームページ『歴代年間映画

興行収入ランキング・日本国内』のものを利用した。ホームページ上の情報では、邦画・

洋画が混在していたため、どちらか不明な作品については、当該作品のホームページを逐

一確かめることで、邦画のみを選別した。Microsoft Excelにて抽出した邦画タイトルは、

まず暦年ごとに整理したうえで、それらを一つの表にまとめた（表 2・3）。

表 2・表 3から、近年邦画が洋画よりも大きな興行成績を上げる動きが増していると考

えられる。10年前までは 5割程度だった邦画タイトルの割合は、世界同時不況（リーマ

ンショック）からの回復と軌を一にして、2012年にかけて一貫して上昇している。その

後いったん低下したものの、直近では 7割程度をキープしている。図 3で単純回帰モデル

によるトレンドラインを引いてみたところ、トレンドとして 1年ごとに 1.2％ずつ邦画の



 保有コンテンツ量から見た SVOD事業社の現況と展望に関する一考察 313

割合が上昇していることが分かった。回帰分析によるトレンドラインのあてはまり（R2）

も、0.65とまずまず良好であるといえる。

3. 2　SVOD サービスにて提供されている割合について

表 2・3掲載の全 336作品のうち、実際に SVODサービスにて提供されている作品数は

どのくらいなのかを調査した。ここでは主要な 10の SVOD事業社（Netflix、Hulu、

Amazonプライムビデオ、U-NEXT、dTV、dアニメストア、FOD、ビデオマーケット、

auビデオパス、TSUTAYA TV）より、1つ以上の事業社にて配信されている作品を調べ

た。調査には『比較情報 .com　動画配信サービス』ならびに Netflixの検索エンジンを使

用した。結果は図 4の通りで、約 24％の邦画が未提供であることが判明した。

この結果からコンテンツを保有する日本の事業者の間で、ネット配信に利用する意欲に

温度差があるのではないかと考えられる。SVOD事業者が配信を行う場合、コンテンツの

利用権利を持つ事業者の許可を得ることが必要となる。コンテンツをどのように利用し利

益を得ていくかはコンテンツを保有する事業者の判断に依るのである。どの事業者からも

配信されていない作品は、その作品を保有する事業者が DVDやテレビ放送でしか利用で

きない戦略を取ったと言うことができる。ネット配信サービスを利用するか否かを巡る判

断が、各事業者によって分かれていると考えられる。

3. 3　定額サービスにて提供されている映画の割合について

次に上記 336作品のうち、SVOD事業社の定額サービスにて配信されている映画がどの
18 

図 3 日本の映画興行成績ランキングにおける邦画の占める割合の推移 
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表
2　
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イ
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）
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表
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くらいあるのかを調査した。定額サービスにて配信されている映画とは、月毎に会費を支

払うことで視聴する作品のことであり、会費に加えて課金することで視聴できる作品は定

額サービスにて提供されていない作品として扱う。対象とする SVOD事業社は、3. 2項の

調査と同じく 10社である。調査法も同様に、『比較情報.com　動画配信サービス』なら

びに Netflixの検索エンジンを使用した。結果は図 5の通りである。

この結果は、ネット配信の利用自体には好意的だが SVODの大きな特徴である定額見

放題サービスには難色を示すコンテンツ保有社が多いことを示唆していると考えられる。

定額で支払う会費に加え、そのコンテンツの利用料を支払うことで視聴できるように運用

している事業者が多く存在していると言える。これはコンテンツを保有する事業者から見

れば、作品を視聴する度に利益を上げることができ好ましい状況であると考えられるが、

月額で固定の料金を支払うことで全ての作品を自由に何度でも視聴できる SVODの長所

を大きく損なうものであるため、SVODサービスの業界が拡大していく上で足枷になりか

ねないと言える。

3. 4　比較分析

図 1の米国事例と比較すると、日本では米国に比べ既存のコンテンツが SVODサービ

スにて提供されている割合がかなり小さいことが分かる。また複数の定額サービスにて利

用できる作品数は、主要な映画の半分強という割合であるため、動画配信サービスにて提

供されてはいるものの、課金しなければ見られないという作品が 2割近くあることが分か

る。

19 

図 4  SVOD サービスにて提供されている映画の割合 

 
（データ出所）比較情報.com 動画配信サービスおよび Netflix 
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この背景には、日本と米国における SVODの立ち位置に大きな差があることが考えら

れる。コンテンツ利用が発達している米国について、町山（2015, p. 110）は次のように指摘

している。

「アメリカは広すぎてテレビの電波がよく届かないので、昔から都市部ではケーブル

TV、田舎ではサテライト（衛星）TVが基本だ。ケーブル会社はインターネットや電

話会社も兼ねているので、たいていの人は一括で契約している。水道や電気と同じく

ライフラインと言える」「TV（地上波チャンネルのみ）、電話、ネットまとめて月 1

万円以上する。アメリカのケーブル TVは 100チャンネル以上あるが、それを観るに

はもっと料金がかかる。」

つまり米国では、定額を支払うことでテレビ放送を視聴するのが当たり前となっている

ため、月額の固定料金を支払うことで見放題になる SVODはテレビ放送に近い存在であ

ると言える。

対して日本は、テレビの地上波チャンネルは無料で視聴でき「地上波テレビ局が頑張っ

てドラマを週に何十本も送り出している」（境, 2016, p. 54）ため、無料でコンテンツを視聴

できる環境が充実している。つまり日本では、固定料金を支払い視聴する SVODを、無

料で多くのコンテンツを視聴できるテレビ放送と同格で扱うことは難しいと言える。した

がってコンテンツごとに課金し視聴する SVODは、DVDなどのソフトを購入する・借り

るという従来のコンテンツ視聴方法に近いため、日本で定着していると考えられる。

20 

図 5 定額サービスにて提供されている映画の割合 
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4　まとめ

4. 1　分析結果と得られた経営的含意

前節での分析結果から、日本では既存のコンテンツが SVODサービスにて提供されて

いる割合が、米国に比べ約 20ポイント低いことが分かった。また、複数の事業社から定

額サービスによって提供される作品の割合は、5社以上の場合で約 70ポイント低いこと

が明らかとなった。

これらの結果から、日本の SVOD事業は既存のコンテンツ獲得を巡る競争が中心にな

っていることが分かる。もし多くの既存のコンテンツが複数の事業社によって提供されて

いるなら、事業者が業界内で優位に立つためには新規性を持つコンテンツを製造すること

が必要となる。しかし現状では既存のコンテンツの保有量に差が生じているため、新たに

コンテンツを製造しなくても差別化され競争を行うことができるのである。またコンテン

ツごとに課金する視聴方式を用いる SVOD事業社が多く存在するため、採用されている

サービスの点から見ても SVOD事業においてコンテンツの提供は重要な要素を占めてい

ると考えられる。コンテンツの種類が各事業社の差となっているため、提供する既存のコ

ンテンツの差が、そのまま各 SVOD事業社の違いにつながっていると推察される。

4. 2　今後の戦略への提言

以上から、将来に向けた SVOD事業の展望に関して、各事業社と業界全体の 2つの観

点からさらに考察する。

まず各事業社の戦略は、SVODサービスに利用されていないコンテンツを獲得すること

が目標になると言える。未だ多くのコンテンツが SVODサービスによって提供されてい

ないため、新規コンテンツの製作・保有が各事業者の差別化になる段階ではないと判断で

きる。固定料金で見放題になる作品として扱う場合であっても、また追加料金を支払うこ

とで視聴が可能になる作品として利用する場合でも、利用されていないコンテンツをいち

早く SVODサービスで提供できれば事業社の大きな強みになるのではないだろうか。こ

れらのコンテンツを提供できるようにする「囲い込み戦略」が、提供する既存のコンテン

ツの種類が各社の差となる現状で効果を発揮すると考えられる。

次に SVOD業界が今後発展していくためには、より多くの既存のコンテンツが複数の

事業社によって提供されるようになることが必要である。図 6に示した通り、どの事業社

を選択しても既存のコンテンツなら一様に視聴できる状況ならば、SVODサービスに普遍

性が生まれ利用価格の見直しや新規コンテンツの製造・保有が新たな戦略の要となってい

く。利用料金の観点から捉えると、日本では SVODとテレビ放送は全く違うものであり、

無料で見られるコンテンツが充実するテレビ放送にアドバンテージがあると言える。この
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差を埋めるには、コンテンツ面からテレビとは異なる魅力を消費者に認知し月額固定料金

に納得してもらう必要があり、新規コンテンツがその役目を果たすと考えられる。確か

に、既存のコンテンツを SVOD事業社が利用するには、そのコンテンツの権利を保有す

る企業から許諾を得なければならない。そのため多くの事業社が関わる戦略でありハード

ルが高いと言えるが、SVODが今後メディアにおいて一定の勢力を持つためには、各事業

社の協力が不可欠になるであろう。

有料視聴が主流であるテレビ放送と親和性があったことで発展した米国の例とは異な

り、無料の地上波チャンネルが当たり前である日本で SVOD事業が拡大することは一見

困難であるように思える。しかし「料金を支払い面白いものを見る」という視聴スタイル

が消費者に定着すれば事業の拡大は可能であるため、事業社には自ら消費者を育てるくら

いの熱意と活動を期待したい。

4. 3　残された課題

本論での分析は過去 11年に日本で公開され、興行収入ランキングの上位に占める邦画

に限定したが、分析結果をより頑健なものとするためには、より多様なコンテンツを用い

た分析が求められる。本論では日本で劇場公開された邦画を対象として分析した。しかし

SVODサービスでは、TVで放送されたドラマやアニメなど、映画以外にも多様なコンテ

ンツが配信されている。さらに多くの映画や、映画と異なるコンテンツについても分析を

行うことで、より多面的な競争戦略を研究することが可能となると考えられる。この点に

ついては、今後の課題としたい。
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